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プロトアキュレイン B の合成研究
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【目的】Protoaculeine B (1) は、特異

な長鎖ポリアミン構造を有する海洋

天然物であり、そのポリアミン構造

に由来する生物活性に興味が持たれ

化合物供給が望まれている。1 しかし、多数のアミノ基により極性が非常に高く、

液相での合成・精製は困難である。そこで今回我々は、当研究室でポリアミン合

成に実績のある Tr 型レジンを用いた 1 の合成研究に着手した。 
【方法・結果】長鎖ポリアミンを効率的に合成するために Ns アミド体 4 、ハロ

アルカン 5 をそれぞれ調整し、連結する収束的合成法を用いた。共通中間体であ

る 6 を合成した後に、固相担持型 9 量体 7 、三環性骨格結合型 5 量体 8 をそれ

ぞれ合成した。その後、固相上でのアルキル化反応を行ったところ 14 量体 9 の
合成に成功した。今後は、Ns 基の脱保護および精製の検討を行う予定である。ま

た、この知見を用いて、Protoaculeine B の全合成を達成する予定である。 
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